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第1節　進路希望調査票

　中学 2 年の秋――。放課後、斉藤美羽は進路指導室に呼び出さ

れていた。

　美羽が椅子に座ると、担任の宮原先生が進路希望調査票を示した。

美羽の名前の書かれたそれは、志望校が空欄のままだった。

「どうした、斉藤。志望校決まってないのか」

「すみません」美羽が申し訳なさそうに首をすくめる。

「部活が忙しくて、つい後回しになっちゃって……」

　歯切れの悪い返事に、宮原先生はやれやれといった表情を浮かべ

ながら、手元の名簿を確認した。

「斉藤は吹奏楽部か。たしかコンクールは終わったんだよな？」

「……はい。県大会には行けなかったので」

　夏のコンクールは、地区大会で上位に入った２校が県大会に出場

できる。美羽たちは金賞を取ったが上位２校に食い込めず、県大会

の出場を逃がしてしまったのだ。

　悔しげな美羽を見て、宮原先生はさりげなく話題を変えた。

「それは残念だが、高校受験のことも考えていかないとな。今の

斉藤の成績なら東高か……もう少し頑張れば南洋高も十分狙える

ぞ？」

「……はぁ」

　気のない返事をする美羽に、宮原先生はため息をついた。

「まぁ、とにかくコレは返すから。早く志望校を決めるんだぞ」

　空欄のままの進路希望調査票を手に、美羽は進路指導室を後にした。

　家に帰るとリビングには誰もいなかった。美羽は、制服姿のまま

リビングのソファに腰かけ、志望校が空欄の進路希望調査票を見つ
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めた。

「成績か……やっぱりそれで決めるしかないのかな？」

「着替えもしないで、なにをブツクサ言ってるの？」

　突然、背後から声をかけられ振り返ると、そこには買い物袋を手

にした母の美子が立っていた。美子は、美羽が見ていたプリントを

覗き込み、顔をしかめた。

「あなた、まだ志望校決めてなかったの？」

「だって……東高も南洋高もピンとこなくて…」

「南洋高いいじゃない。吹奏楽部もあるし。南洋高を受ける友達も

いるんでしょう？」

　美子が冷蔵庫に買ってきた品物を詰め始める。

「でも東高の方が近いし。どうやって志望校決めたらいいかわかん

ないよ。友達はみんな、成績とか、通いやすさとかで決めてるみた

いだしさぁ……」

「なら、美羽もそうすればいいじゃない」

「それは、そうだけど……」

　美羽はソファに寝転がり、手にした進路希望調査票を見つめたま

ま話し続ける。

「いったい、高校ってなんのために行くんだろう？　勉強も大人に

なったら役に立たないっていうし……」

「まったく……」

　美子は冷蔵庫のドアを閉めながら、あきれた顔で美羽を見た。

「帰ってきてもゴロゴロして家のことも手伝わないし……だいたい、

美羽はねえ――」

（うわ、まずい）

　母がイライラし始めたようだ。

「と、とりあえず図書館に行って、勉強してくるね！」
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　美羽は勉強道具が入った鞄をつかむと、逃げるように家を飛び出した。

第2節　再会

（はぁ～、息が詰まる……）

　市役所に併設された図書館に行き、自習室でとりあえず参考書を

開いてみたものの、もとよりやる気がないため、すぐに飽きてしまっ

た。

　夕飯までどうやって時間をつぶそう――そんなことを考えながら

図書館から出てくると、ロビーで市役所の人たちと、制服姿の女子

高生が話をしているところに出くわした。



6

 「では、次回また『さざんマップ』の進捗状況の報告に参ります」

　女子高生がそう言うと、市民課の職員は上機嫌で答えた。

「よろしくお願いします。ほんとに優秀だねぇ、高専の学生さんは

……たしか、きみの後輩でしょ？」

　市民課の職員が、隣にいた土木課の職員を見る。

「はい、そうです。褒めていただいて、私も嬉しいです」

　彼女はニッコリ微笑んでそう言うと、女子高生に向かって声をか

けた。

「よろしくね。『さざんマップ』には期待しているんだから」　

「はい。みなさんの期待に応えられるよう、頑張ります！」

　誇らしげに答える女子学生の横顔に、見覚えがある。

（あれ……もしかして……）

　職員と別れ、帰ろうとする女子高生に、美羽は思いきって声をかけた。

「あの……葵ちゃん？」

「えっ？」　

　突然声をかけられた彼女が驚いた表情で美羽を見る。一瞬、不思

議そうな顔をしたが、すぐに気づいたようで目を大きく見開いた。

「……もしかして美羽ちゃん？」

「やっぱり、葵ちゃんだ！」

　大塚葵は４歳年上の幼なじみだ。小学生の頃は、家が近いことも

ありよく遊んでくれた。クラリネットが得意で、中学で美羽が吹奏

楽部に入部したのもじつは彼女の影響が大きかった。こんなところ

で会えるなんて――美羽は懐かしさと嬉しさで、葵に駆け寄った。

「葵ちゃん、久しぶり！」

「ほんとだね！　なんでここに？」

「私は図書館で勉強でもしようかなって。それより、葵ちゃんこそ

どうしてここに？　さっき市役所の職員さんと、話していたみたい
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だけど――」

「私は、『さざんマップ』の進捗状況を報告に来たの」

「『さざんマップ』？」

「市長さんから依頼を受けて、いまうちの学校で開発しているシス

テムよ」

　葵は鞄からタブレットを取り出すと、『さざんマップ』の解説ペー

ジを開いて、美羽の前に置いた。

「簡単に説明すると、住民基本台帳に掲載されている個人情報を除

く情報や、公共施設の位置情報なんかを地図上で可視化して、いろ

いろな視点から情報を検討、共有できるようにすることで、市民や

市役所内のみなさんに役立ててもらうためのシステムなんだけど

……わかるかな？」
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「う～ん……なんとなく…？」

　美羽は申し訳なさそうに答えると「とにかく、そのシステムを葵

ちゃんの高校で開発してるんだね」と言った。

「そうそう。正確に言うと、高校じゃなくて高専だけどね」

「コーセン？」

　初めて聞く言葉に、美羽が首を傾げる。いつものことらしく、葵

はスラスラと説明を続けた。

「正式名称は、国立高等専門学校。高校とは違うんだけど……説明

するとちょっと長くなるんだよね。美羽ちゃん、興味ある？」

「うん！」美羽は即答した。

「じつは、進路が全然決まらなくて……高校以外に進路があるなん

て知らなかったから、教えて欲しい！」

　真剣な表情で食い下がる美羽を見て、葵はうなずいた。

「オッケー！　長くなりそうだから、とりあえずそこの喫茶スペー

スに行こうか」

　2 人はそのまま市役所の中にある喫茶スペースへと向かった。

　喫茶スペースでココアを飲みながら、葵は、国立高等専門学校―

―『高専』について、丁寧に説明してくれた。

「高専はね、実践的・創造的な技術者を養成することを目的とした、

５年一貫の教育機関なの。高校で教わるような一般科目の他に、大

学の工学部みたいな実験や実習があって、卒業までに技術者に必要

な科学の知識や技術を身につけられるんだ」

「5 年？　３年じゃないの？」

「そう。5 年制の高校じゃなくて、イメージとしては、高校と大学

の一貫校かな？　だから生徒のことは『学生』って言うんだよ。」

　葵は、再びタブレットを取り出し『国立高等専門学校機構』の
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WEB サイトを開くと、美羽の前に置く。

「詳しいことはコレを見ればわかると思うけど……卒業すると準学

士の称号をもらって、企業に就職することも、大学の 3 年生や 2

年生に編入することもできるの」

「へえ……なんか、すごいトコなんだね。高専って……」

　感心した様子の美羽を見て、葵はさらに話を続けた。

「高専の授業は、生活を支える科学技術につながる内容がほとんど

だから、勉強にも身が入るよ。それに寮に先輩がたくさんいるから、

いろいろ相談できるしね」

「葵ちゃん、寮に入ってるの？」

　美羽は身を乗り出した。

「うん。家から通えるんだけど、特別に募集があったから入ること

にしたの。寮だと先輩に勉強を教えてもらえるしね。そうそう！　

さっき私が話していた市役所の職員さんも、うちの学校の卒業生な

んだよ」

「へえ、そうなんだ」　

　寮生活なんて考えてもみなかったが、先輩が後輩の面倒をみるな

んて、ちょっと部活と似てるかもしれない。

「なんだか、すごく楽しそう」

　熱心に WEB サイトを見始めた美羽に、葵は言った。

「もし興味があるなら、来月に学校見学会があるから参加してみた

ら？　百聞は一見にしかずって言うし！　このホームページから申

し込めるよ」

　葵と別れ、家に帰った美羽はその日のうちに学校見学会の申し込

みを済ませた。
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第３節　学校見学会

　翌月――。美羽は、学校見学会に参加するため、葵が通う高専に

来ていた。

　美羽は１人での参加だが、親と一緒に来ている子も多い。参加者

は最初に学校の概要説明を受けると、グループに分かれて見学や体

験をすることになった。

　美羽のグループは、午前中は『さざんマップ』開発のプレゼンテー

ションを見学して、昼休憩を挟み、午後からはロボットを使ったプ

ログラミング体験をする。

　『さざんマップ』開発のプレゼンテーションは、学生たちが行う

そうで、美羽たちが教室に入ると、すでに机の上には『さざんマッ

プ』が表示されたタブレットと、高専のものらしい校内地図が用意

されていた。

「それではみなさん、発表を始めます」

　数名の学生が登壇して、発表が始まる。その学生のなかに葵の姿

もあった。

「今日はみなさんに『さざんマップ』について理解してもらい、後

半は、校内にあるターゲットを探し出すレクリエーションで『さざ

んマップ』を、実際に体験してもらおうと思います。まずはお手元

のタブレットをご覧ください――」

　ひととおり『さざんマップ』が開発された経緯や利便性の説明が

終わると、レクリエーションの説明のため、葵が登壇した。

「これからみなさんには、チームに分かれて『さざんマップ』と同

じしくみで作成した『KOSEN まっぷ』でシステムを体験していた

だこうと思います。チームごとに課題が書かれたカードを配るので、

『KOSEN まっぷ』で場所を調べて、課題の答えを写真に撮ってき
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てください。課題と写真を確認して、正解していればゴールです。

それでは、チーム分けをしますね」

　見学者はチームに分かれて課題を受け取ると、ダブレットを囲ん

で答えになる場所を探し始めた。

　しばらくして、各チームは移動を開始した。課題には「放課後の

利用者が多い出入口」や「利用者が多い自動販売機」などが書かれ

ているようだ。

　美羽のチームの課題には、「高生島（たかうじま）が見える教室」

という単語が書かれていた。『高生島』は美羽が住む港町の沖にあ

る小島だ。

（地図を片手に校内を捜索なんて……なんだか宝探しみたい！）

　ワクワクした気持ちで、『KOSEN まっぷ』を開き、市全体をふ

かんするように地図を表示させると、高専と小島の位置関係を確認

した。

「この教室じゃない？」

　チームの１人が校内地図を指さした。

「行ってみよう」

　美羽の言葉をきっかけに、チームはその教室を目指すことになっ

た。

　校内はとても広く、パソコンがたくさん並んでいる教室や、動か

し方が想像できないような機械が置かれた教室などを見かけた。初

めて見る光景に、美羽は心を弾ませた。

　階段を昇り降りしながら目的の教室に近づいていくと。

「あっ……あの教室じゃない？」

　美羽は、教室の窓の向こうに海と、山に隠れながらわずかに見え

る小島を見つけた。

「この教室で間違いなさそうだね」
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　チームで確認すると、タブレットのカメラで窓から見える風景を

撮影し、教室に戻る。

　待っていた葵はタブレットを受け取ると、美羽たちが撮影した写

真を確認した。

「正解！　おめでとうございます。このチームが一番ですよ」

「やった！」

「よかったね！」

　葵の言葉に、チーム全体が沸きたった。

　やがて全チームがゴールすると、葵が話し始めた。

「今日は校内のワークショップで『さざんマップ』を体験してもら

いましたが、いかがでしたか？　実際はみなさんの住む街で活用さ

れ、市民の役に立つ、生きたシステムとして『さざんマップ』は進

化していきます。高専では他にも社会に貢献できるような開発や研

究に取り組めるチャンスがたくさんあります。みなさんも本校に入

学されたら、ぜひいろいろな開発や研究に挑戦してみてください」

　葵と学生たちが頭を下げると、見学者から拍手が起こり、発表は

終わった。

　昼休み。学校見学会のために、臨時で営業しているという学食に

向かおうとすると、背後から葵が追ってきた。

「美羽ちゃん、学食に行くんでしょ？　一緒に食べようよ！」

「葵ちゃんは、寮で食べるんじゃないの？」

「今日は欠食届（※）を出しておいたから大丈夫！　さ、行こう！」

　葵は美羽の手を取り歩き出した。

※欠食届…寮の食堂に今日の昼食はいりませんなどと事前に行う届け出
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　学食は、広くて明るかった。説明会のための臨時営業なので、利

用者はほとんどが見学者だったが、チラホラ学生の姿も見える。

　葵は慣れた手つきで、お盆を２つ取ると、１つを美羽に手渡した。

「ここの食堂はオムライスが美味しいの。おばさん、オムライス２

つね！」

　オムライスを受け取り、２人で席を探していると、１人の女子学

生が葵に近づいてきた。

「ハイ！　葵。彼女が、このあいだ話していた幼なじみ？」

「ハイ、ソフィ。そうよ、彼女が、幼なじみの美羽ちゃん」

（……ソフィ？）

　外国の名前にビックリしていると、葵が彼女を紹介してくれた。

「彼女はソフィ・タン。留学生で、情報システム工学科の学生だよ」

「はじめまして、あなたが美羽ね！　中学では、吹奏楽部で頑張っ

てるんですって？」

「は、はじめまして……タンさん」

　フレンドリーに話しかけてくるソフィに戸惑っていると、葵が耳

元でささやいた。

「高専は海外からの留学生も多いの。ソフィとは、一緒に吹奏楽部

に入っているんだ」

「えっ、高専にも吹奏楽部があるの？」

　思わず聞き返すと、葵は当然という顔でうなずいた。

「もちろん。結構、盛んだよ」

　空いている席を見つけ、葵と美羽は席に着く。ソフィは腕時計を

見た。

「いけない、練習が始まっちゃう！　じゃあね、美羽。一緒に演奏

できるのを楽しみにしてる！」　

　鮮やかな笑顔を残し、ソフィが去っていく。２人はオムライスを
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食べ始めた。

　やがて遠くから吹奏楽の演奏が聞こえてくる。それに耳を傾けな

がら、ふわふわの半熟卵がかかったオムライスを堪能していると、

葵が顔を上げた。

「ところで午後は、何を体験するの？」

「たしかプログラミング体験だけど……」

　美羽が答えると、葵は最後のひとくちをペロリと平らげて、言っ

た。

「じゃ、体験が終わったら、正門で待っててくれる？　家まで送るよ」

「ほんとに？　ありがとう！」

　葵と帰る約束をして、美羽は午後の部へ向かった。
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　午後の部は、ロボットを使ったプログラミング体験だった。

この体験ではロボットキットを使い、自分でプログラミングをして、

ロボットを動かす体験ができる。

「わ！　倒れちゃった……」

「ハイ、ちょっとコード見せて。うん……ここのスクリプトをこっ

ちに変えてみて」

「えっと…こうして……。あ！　動いた！」

　プログラミングも、操縦も、思ったよりもずっと難しかったが、

指導役の学生が助けてくれたおかげで、なんとか動かすことができ

た。

（自分でセットしたとおり、ロボットが動くんだ……面白い！）

　ふと周りを見れば、他の見学者たちも、夢中になってロボットを

動かしている。

（プログラミングって……なんか、いいかも！）

　その後も、美羽はめいっぱいプログラミングを楽しんだ。

第４節　決心

　学校見学会の帰り道、葵は美羽を家まで送ってくれた。

「どうだった？　実際に体験してみて」

　帰り道、葵が美羽の顔をのぞき込むように尋ねる。

　美羽は興奮冷めやらぬ様子で、ほおを紅潮させて答えた。

「すごく良かった！　学校でこんなことが体験できるなんて思って

なかった。もっとやってみたい！」

「よかった、美羽ちゃんにそう言ってもらえて」
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「でも……高専を受けるなら、志望学科を決めなくちゃいけないん

だよね」

　真剣な表情で、美羽が考え込む。高専の体験は楽しかったが、自

分がやりたいことはなんなのか……と考えると、どうにも思いつか

ない。

「葵ちゃんはどうして、電気機械工学科にしたの？」

　美羽がそう尋ねると、葵は「え、私？」と目を大きく見開いた。

「そうねぇ、私は電気機械工学科でも、発電とか、電気供給関係の

勉強をしてるんだけど……きっかけは、大停電かなぁ……」

「大停電？」

「そう。昔、この辺りで大停電があったでしょ？　うちには介護中

のお祖母ちゃんがいるんだけど、医療機器が使えなくなって大変

だったの。幸い自治体から非常用の電源を貸してもらえて助かった

んだけど……そのときの経験からかな。安定して電気が供給される

システムを作りたいと思ったのは」

「そうなんだ……葵ちゃんには、ちゃんと理由があるんだね」

　私にはそんな理由があるだろうか……そんなことを考えている

と、葵が静かに微笑んで、美羽を見た。

「まあ、きっかけはなんでもいいんじゃない？　少しでも興味があ

れば。勉強しているうちに将来に結び付くと思うし……アドバイス

をくれる先輩だって、高専にはたくさんいるんだから！」　

　葵が晴れやかな笑顔で、美羽に手を差し伸べる。美羽も笑顔を浮

かべ、その手を取った。

「そうだよね！　よく考えてみる！」

　そして１ヶ月後――。美羽は、寮にいる葵のもとを訪れた。

「美羽ちゃん。どうしたの、今日は？」
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「うん。志望校が決まったから、葵ちゃんに報告しておこうと思って」

　美羽はそう言うと、持っていた進路希望調査票を見せた。第一志

望の欄には、葵が通う高専の名前と、横に情報システム工学科と書

かれていた。

「情報システム工学科にしたんだね！」

「うん。最初は、葵ちゃんと同じ電気機械工学科にしようかと思っ

たんだけど、プログラミングって面白いと思ったし、それで将来、

社会の役に立てたらいいなぁと思って」

「そっか！」　

　美羽の言葉に、葵は嬉しそうに微笑んだ。

「そのためには、もっと勉強して成績を上げなきゃいけないんだけ

どね。でも、絶対に合格してみせるから！　待っててね、葵先輩！」

「ふふっ…。大丈夫、きみならできる！　楽しみに待ってるよ、後

輩！」

　顔を見合わせ、葵と美羽は朗らかに笑いあった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　＜おわり＞
この作品はフィクションです。



ダイバーシティ推進宣言
　私たちは、多様な一人ひとりの尊厳を尊重し、性別、国籍、人種、年齢、障がいの有無、
宗教や文化的背景、性的指向や性自認、その他の属性や状況にかかわりなく、人が
その能力を十分に発揮して、相互に尊重し、活躍できる社会環境を希求します。
　そして、次代を担う創造的で実践的な技術者の育成という、私たちの役割を果た
す中で、そうした社会環境の実現に貢献します。

令和元年6月3日
独立行政法人国立高等専門学校機構

理事長

　各国立高専には、３～７の専門学科が設置されています。（複合系学科のように学
科内のコースとして設置されている場合もあります）学生たちは、それぞれ異なる
分野を専攻していますが、基礎科目やクラブ活動、寮生活などで他学科の学生と交
流を深め、様々な専門分野の視点や発想に触れながら学生生活を送っています。 

2. 国立高専のキャンパス

　高専の本科卒業者の約６割は就職、約４割は進学しています。就職率はほぼ100％
であり、他の学校種に比べて極めて高い水準を維持しています。進学先は、専攻科の
ほか、国立大学工学部等の３年次（一部、２年次）編入が中心になっています。 
　専攻科の修了者は約７割が就職、約３割が進学しています。専攻科修了者の進学先は、
国立大学の大学院が中心になっています。 

3. 国立高専の学生の進路

４. 国立高専に設置されている学科の紹介

　高専（KOSEN）は、1950年代後半の高度成長期に高まった技術者養成のニーズに
応えて、1962年に初めて教育機関として設立された日本発祥の教育システムです。
　高専は、中学卒業後の生徒を受け入れ、本科５年間（商船学科は５年半）で一貫し
た高等教育を行っています。例えるなら、高等学校の１～３年生と大学の１～２年
生が一つの学園で共に学んでいるような学校です。
　また、本科卒業者が進学し、専門の学習・研究を深める２年間の専攻科を設けら
れています。専攻科を修了した学生は、審査を経て、学士号を取得することができ
ます。 
　高専教育の特徴は、一般科目と専門科目をバランスよく学習しつつ、実験・実習
を重視した教育を行うところです。こうした教育により、早くから、専門的な知識
と技術を身につけることができます。 

１. 国立高専の概要と教育の特色

機械・材料系
学科

電気・電子系
学科

情報系
学科

化学・生物系
学科

建設系
学科

建築系
学科

商船系
学科

ビジネス系
学科

複合系
学科

学　　科 概　　要主な科目名

ものづくりのための機械設計や材料開発
に必要不可欠な専門科目を系統的に学び
ます。

情報通信技術の進歩・普及に必要不可欠
な電気や電子に関連した分野について幅
広く学びます。

コンピュータシステムや、ソフトウェア、
プログラミング、通信・ネットワーク技
術等について幅広く学びます。

種々の機能性材料を開発・生産するため
の化学技術、バイオ技術をはじめ、リサイ
クル技術・環境改善技術などを学びます。

橋梁や河川、地下空間、鉄道、水道等といっ
た建設構造物、都市計画や景観デザイン
等といった空間設計やマネジメントに係
ることを学びます。

環境・都市構造・景観・歴史・文化等の
因子を抽出し、家や街づくりに関連した
ことを学びます。

語学、経営、会計など、ビジネスに関す
る専門的な知識を身につける工業系以外
の学科も設置されています。

低学年次から複数の専門分野の基礎を学
び、その後、自分に合った専門分野に進
むことができる学科です。

航海士・船長を目指す航海コースと機関
士・機関長を目指す機関コースがあり、
船舶職員に必要な知識・技術を修得する
科目と海運関連分野の科目等を学びます。

材料力学、材料強度学、
機械設計法・製図、流体工学、
熱力学、材料学、制御工学　など

電磁気学、電気回路、電子回路、
パワーエレクトロニクス、
半導体工学、計測・制御、
コンピュータ工学　など

プログラミング、情報通信工学、
ネットワーク工学、
ソフトウェア工学、アルゴリズム、
情報倫理、システム工学　など

無機化学、有機化学、生物工学、
化学工学、材料化学、物理化学、
環境化学、分析化学、情報処理、
生化学　など

構造工学、安全システム、水理学、
都市計画、土質力学、海岸工学、
建設マネジメント、環境計画、
景観デザイン、地震防災　など

測量学、建築計画、
建築デザイン、都市設計、
建築設計製図、建築環境工学、
建築材料、鋼構造　など

ビジネス英語、知的財産、
経営統計学、経営学、会計学、
流通データ分析、
マーケティング論　など

複合系学科ではいくつかの分野
を選択します。それぞれの学科
の構成につては、裏表紙の地図
を参考にしてください。

海上交通法、熱力学、操船学、
内燃機関学、海洋気象学、
海事法規、船舶安全工学、
航海学、電気機器　など
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国立高専はそれぞれに特徴があるので、詳しくは各高専のホームページやパンフレットをご覧ください。

「国立高専」は全国に51校設置されています。

国立高専の位置と設置されている学科 (2020年度)


